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「外国為替証拠金取引の取引顧客における 

金融リテラシーに関する実態調査」の概要 
 
 

2018 年 4 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査概要 
調査対象者：全国 20～70 代一般男女個人より、現在取引者（調査時点で FX 取引を行っている人）を優先して抽出し、過去取引者（過去に FX 取引を行ったことがある人）

についても直近の取引が調査時点に近い人を優先して抽出した（㈱日本リサーチセンターWEB パネルおよび提携パネルより抽出）。 対象者数は計 1,000ｓとした。 

 

対象者構成：2017 年に実施した「金融先物取引に関する個人投資家の意識調査」（全国一般男女個人対象／2,000ｓ回収）の調査結果より、「外国為替証拠金取引（FX）経

験者」の出現率を利用し、FX 取引経験者を合計 1,000ｓ回収する場合の性・年代別対象者の構成表を作成(下記の表を参照ください。)し、サンプルを割り付けて構成した。

性・年代別に当該構成表を作成した結果、10 代刻みではサンプル些少となる区分については、年代をまとめて割り付ける方法で整理した。 

 

性・年代別対象者の構成表 

  
  

 

調査方法：インターネット調査 

 

調査実施期間：2018 年 2 月 23 日（金）～同 3 月 1 日（木） 

男性計 20代 30代 40代 50代 女性計
1000 763 104 268 222 66 237103 82 105 50

全体 男性 女性
60~70代 20~30代 40~50代 60~70代
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調査対象者(回答者)の属性 
①調査対象者（回答者）の世代別分類 [％、 ｎ＝1,000]  

 
②調査対象者（回答者）の職業別分類 [％、 ｎ＝1,000]  

 

12.4  

33.0  

28.7  

10.6  

13.0  

2.3  
20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

8.8 

4.5 

0.7 

12.5 

42.7 

8.6 

7.0 

13.2 

1.6 0.4 
自営業主（農林水産業など） 
自由業（開業医、弁護士など） 
家族従業者（家事手伝い含む） 
常勤雇用（役員・管理職） 
常勤雇用（非管理職） 
パート・アルバイト 
専業主婦・主夫 
無職・年金受給者 
学生 
その他 

 

 
③調査対象者（回答者）の年収別分類  [％、 ｎ＝1,000]  

 

 

 

8.7 

20.5 

34.9 

20.0 

15.9 
200万円未満 

200～400万円未満 

400～700万円未満 

700～1000万円未満 

1000万円以上 

・調査対象者（回答者）（以下省略）の職業別分類につい

ては『常勤雇用（役員並びに管理職及び非管理職の者の合

計）』の全体に占める割合は全体の約 55％、無職・年金受

給者は約 13％となった。 

 

・年収については「400～700 万円未満」が 34.9％であり

最も多く、『年収 700 万円未満』迄を合計すると全体の

64.1％を占める。 
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１．外国為替証拠金取引（ＦＸ）の取引状況 
①ＦＸの取引状況 [％、 ｎ＝1,000]   

 
②ＦＸの取引経験年数 [％、 ｎ＝1,000]   

 

93.4 

1.6 

1.5 

0.7 

0.9 

1.8 

0.0 

0.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

現在行っている 

過去１か月未満 

過去１か月以上～３か月未満 

過去３か月以上～６か月未満 

過去６か月以上～１年未満 

過去１年以上～３年未満 

過去３年以上～５年未満 

過去５年以上前 

1.8 

4.8 

5.1 

6.9 

21.4 

15.1 

44.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１か月未満 

１か月以上～３か月未満 

３か月以上～６か月未満 

６か月以上～１年未満 

１年以上～３年未満 

３年以上～５年未満 

５年以上 

・本調査における回答者のＦＸの取引状況については、現

在ＦＸ取引を行っている人が約 93％となった。 

 

・ＦＸの取引経験年数は『1年以上』の合計が 81.4％、「5

年以上」が 44.9％となった。 
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③ＦＸによる昨年の利益額（損失額）[％、 ｎ＝1,000]   

 
④ＦＸによる損失の繰越控除の認知と利用状況 [％、 ｎ＝1,000]   

 

7.5 

7.1 

10.1 

35.6 

28.4 

5.9 

2.2 

3.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

利益額が100万円以上 

利益額が50万円以上～100万円未満 

利益額が20万円以上～50万円未満 

利益額が～20万円未満 

0円又は損失額が～－20万円未満 

損失額が-20万円以上～-50万円未満 

損失額が-50万円以上～-100万円未満 

損失額が-100万円以上 

32.7 

9.6 

13.9 

22.5 

7.4 

13.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

確定申告して適用できたことがある 

確定申告したが適用できなかった 

控除できるのは知っているが申告無し 

知っていたが控除対象にならなかった 

知らなかったが控除対象にならず 

控除を知らず、したこともない 

・ＦＸによる昨年の利益額（損失額）については、「利益

額が～20万円未満」が 35.6％、「０円又は損失額が～－20

万円未満」が 28.4％であり、『－20 万円未満～20 万円未

満』の合計で 64.0％となった。 

 

・ＦＸによる損失の繰越控除の認知と利用状況について

は、「控除したことがある（確定申告して、適用できたこ

とがある）」が 32.7％、「控除したことがない（控除でき

ることを知っていたが、年間で利益となったので、控除の

対象にはならなかった）」が 22.5％となった。 

 



Copyright ©The Financial Futures Association of Japan, All Rights Reserved. 

⑤新規建玉の平均的な保有期間 [％、 ｎ＝1,000]  

 
⑥ＦＸで取引している外国通貨 (複数回答) [％、 ｎ＝1,000]  

 

0.9 
5.9 

10.3 
16.0 

21.3 
16.1 

12.7 
4.8 

9.3 
2.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

１分未満 

１分以上～10分未満 

10分以上～１時間未満 

１時間以上～１日未満 

１日以上～１週間未満 

１週間以上～１か月未満 

１か月以上～６か月未満 

６か月以上～１年未満 

１年以上～５年未満 

５年以上 

85.0 
40.8 

26.9 
7.4 
9.8 

43.7 
26.2 

3.7 
2.3 
1.3 
1.1 
0.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

米ドル 

ユーロ 

英ポンド 

スイスフラン 

カナダドル 

豪ドル、ニュージーランドドル 

ＺＡＲ、ＴＲＹ、ＭＸＰ、ＢＲＬ 

中国元、香港ドル 

ＳＥＫ、ＮＯＫ、ＤＫＫ 

ロシアルーブル上記以外ヨーロッパ圏 

上記以外のアジア圏 

その他 

・新規建玉の平均的な保有期間については、「１日以上～

１週間未満」が 21.3％と最も高く、次いで「１週間以上

～１か月未満」（16.1％）、「１時間以上～１日未満」

（16.0％）がほぼ同程度となった。 

 

・ＦＸで取引している通貨については、最も取引している

通貨は「米ドル」が 85.0％であり、次いで「豪ドル、ニ

ュージーランドドル」（43.7％）、「ユーロ」（40.8％）が４

割台、「英ポンド」（26.9％）、「南アフリカランド、トルコ

リラ、メキシコペソ、ブラジルレアル」（26.2％）が２割

半ば等となった。 

 

 



Copyright ©The Financial Futures Association of Japan, All Rights Reserved. 

⑦新規取引 1回あたりの平均的な取引金額 [％、 ｎ＝1,000]  

 
⑧ＦＸにおける取引の際の証拠金倍率（実効倍率）[％、 ｎ＝1,000]  

 

42.8 

23.1 

9.9 

16.3 

3.5 

1.9 1.7 0.2 0.6 10万円未満 

10万円以上~50万円未満 

50万円以上~100万円未満 

100万円以上~300万円未満 

300万円以上~500万円未満 

500万円以上~1000万円未満 

1000万円以上~3000万円未満 

3000万円以上~5000万円未満 

5000万円以上 

6.7 

31.4 

23.8 

12.0 

3.4 

22.7 

１倍未満 

１倍以上～５倍未満 

５倍以上～10倍未満 

10倍以上～15倍未満 

15倍以上～20倍未満 

20倍以上～25倍 

・ＦＸの新規取引１回あたりの平均的な取引金額について

は、「10 万円未満」が 42.8％と最も高く、次いで「10 万

円以上～50 万円未満」が 23.1％、100 万円以上の区分の

合計した割合は 24.2％となった。 

 

・ＦＸ取引の際の証拠金倍率については、「１倍以上～５

倍未満」が 31.4％、「５倍以上～10倍未満」が 23.8％、「20

倍以上～25倍以下」が 22.7％となった。 
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⑨ＦＸにおける年間取引回数 [％、 ｎ＝1,000]  

 
⑩年間のロスカット取引回数 [％、 ｎ＝1,000]  

 

7.0 

18.5 

17.1 

15.1 

12.2 

17.8 

12.3 
１回未満（何年かに１回程度） 

１回以上～10回未満 

10回以上～20回未満 

20回以上～50回未満 

50回以上～100回未満 

100回以上～500回未満 

500回以上 

52.4 

27.0 

11.5 

4.9 

1.7 
1.9 0.6 

１回未満（何年かに１回程度） 

１回以上～10回未満 

10回以上～20回未満 

20回以上～50回未満 

50回以上～100回未満 

100回以上～500回未満 

500回以上 

・ＦＸの年間取引回数については、「１回以上～10回未満」

が 18.5％、「100 回以上～500 回未満」が 17.8％等、殆ど

の選択肢が均等に分散し概ね１割台となっている。20 回

以上の区分の合計は 57.4％を超えている。 

 

・年間のロスカット取引回数は、「１回未満（何年かに１

回程度）」が 52.4％と過半数以上となった。 



Copyright ©The Financial Futures Association of Japan, All Rights Reserved. 

⑪ＦＸの取引を行った際に損失を出してしまった原因 

(複数回答)[％、 ｎ＝1,000]  

 
⑫FX取引業者への預入証拠金（資産）以上に損失を被った経験有無と原因 
 [％、 ｎ＝1,000]  

 

56.5 

28.5 

37.7 

15.0 

11.0 

4.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

損切りができなかったから 

損切りのタイミングが早すぎたから 

根拠の薄い取引をしてしまったから 

自分に合った倍率を超えた倍率での取引をした

から 

外国為替レートの確認ができない環境にあった

から 

その他 

75.4 

13.3 

9.0 

2.2 0.1 

ない 

ある／取引リスクの認識を失っていた 

ある／取引のリスクの認識が甘かった 

ある／損失を出すことも想定内で結果的

に現実になった 

ある／理由は上記以外 

・ＦＸの取引を行った際に損失を出してしまった原因につ

いては、「損切りができなかったから」が 56.5％で最も高

い。次いで「根拠の薄い取引をしてしまったから」

（ 37.7％）、「損切りのタイミングが早すぎたから」

（28.5％）となった。 

 

・ＦＸ取引業者へ預け入れた証拠金（資産）以上に損失を

被った経験の有無については「ない」が 75.4％を占めた。

当該経験が「ある」場合の割合とその原因については、「あ

る／取引のリスク及びリターンに対する認識を失ってい

た」が 13.3％、「ある／取引のリスク及びリターンに対す

る認識が甘かった」が 9.0％となった。 
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⑬ＦＸで利益を出す手法を会得しているか[％、ｎ＝1,000] 

  
⑭指値（及び成行）注文以外の注文における使用状況 [％、ｎ＝1,000] 

 

40.0 

60.0 

はい 

いいえ 

20.1 

14.4 

14.2 

10.1 

5.3 

24.9 

20.4 

18.1 

14.6 

7.2 

19.9 

18.4 

18.0 

17.0 

9.4 

35.1 

46.8 

49.7 

58.3 

78.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

逆指値注文 

ＯＣＯ注文 

ＩＦ ＤＯＮＥ注文 

ＩＦ ＤＯＮＥ ＯＣＯ注文 

上記以外注文 

よく使用する 時々使用する まれに使用する 使用しない 

・ＦＸで利益を出す（時には損失を出すこともあるが、総

じて利益を出す）ことができる投資手法を会得しているか

については、「はい（会得している）」が 40％、「いいえ（会

得していない）」が 60％となった。 

 

・ＦＸを行う際の指値（及び成行）注文以外の注文につい

ての使用状況は、「よく使用する」及び「時々使用する」

の合計でみると、逆指値注文が 45.0％と最も高く、次い

で「OCO注文」が 34.8％、「IF DONE注文」が 32.3％で約

3割程度であり、「IF DONE OCO注文」が 24.7％、「その

他の注文」が 12.5％となった。 
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２．外国為替証拠金取引（ＦＸ）に関する情報収集・投資方針 

①ＦＸに関する主な情報収集方法（複数回答、3つ迄）[％、ｎ＝1,000] 

 
②ＦＸの投資方針について[％、ｎ＝1,000] 

 

7.6 
6.3 
13.1 
6.0 
13.4 

62.9 
10.3 
0.9 

27.9 
1.1 
1.9 
13.7 

0.0 50.0 100.0

金融機関の窓口での相談 

金融機関においてあるパンフレット 

講演会・セミナーへの参加 

専門家・アドバイザーへの相談 

マスメディア（テレビ・新聞等） 

ウェブサイト 

家族・友人との会話（クチコミ） 

学校での授業・講演 

金融商品・投資に関する書籍 

その他の情報源 

どこで取得すればいいかわからない 

情報収集してない、していなかった 

28.2 

46.7 

12.3 

2.1 0.9 
9.8 長期保有で値幅による利益あれば決済 

値幅による利益重視であり短期間決済 

スワップポイントを重視 

保有外貨資産の為替リスクヘッジ重視 

その他 

特に決めていない 

・ＦＸに関する情報収集方法については、「ウェブサイト」

が 62.9％で群を抜いて高い。次いで「金融商品・投資に

関する書籍」（27.9％）、「マスメディア（テレビ・新聞等）」

（13.4％）、「講演会・セミナーへの参加」（13.1％）等と

なった。 

 

・ＦＸの投資方針については、「値幅による利益重視であ

り、短期間に決済する」が 46.7％と最も高く、次いで「概

ね長期保有だが、ある程度値幅による利益があれば決済す

る」が 28.2％となった。 
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③ﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ分析及びﾃｸﾆｶﾙ分析における重視の程度[％、ｎ＝1,000] 

  
④ＦＸを行う業者の選択理由 （複数回答）[％、ｎ＝1,000] 

 

8.3 

21.3 

34.6 

23.5 

8.5 

3.8 
ﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ分析100%、ﾃｸﾆｶﾙ分析0% 

ﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ分析75%、ﾃｸﾆｶﾙ分析25% 

ﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ分析50%、ﾃｸﾆｶﾙ分析50% 

ﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ分析25%、ﾃｸﾆｶﾙ分析75% 

ﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ分析0%、ﾃｸﾆｶﾙ分析100% 

どちらも重視していない 

41.8 
7.1 
7.1 
9.6 

23.6 
41.1 

17.1 
4.7 

27.7 
19.6 

16.8 
8.8 
10.3 

13.0 
3.0 

0.0 20.0 40.0

信用のある業者（会社）だから 
相談がしやすいから 

友人・知人・親戚の人が勤めている 
良い情報を提供してくれるから 

ネットで評判がよいという口コミ見た 
ネット取引での注文がしやすいから 
ホームページのサイトが見やすい 

その会社のみの取扱銘柄があるから 
売買手数料等の必要コストが安い 

スプレッドが狭いから 
提供している取引・情報ツールがよい 

取引システムが堅固だから 
口座開設時にプレゼントがもらえる 

有利なスワップポイントで取引できる 
その他 

・ファンダメンタル分析及びテクニカル分析における重視

程度については、「ファンダメンタル分析 50％、テクニカ

ル分析 50％」が 34.6％、『テクニカル分析 75％以上』及

び『ファンダメンタル分析 75％以上』が合計でそれぞれ

約３割であり、これらが概ね全体を３分割した結果となっ

た。 

 

・ＦＸ取引業者を選んだ理由としては、「信用のある業者

だから」（41.8％）、「インターネット取引での注文がしや

すいから」（41.1％）がほぼ同率で高い。次いで「売買手

数料等の必要コストが安いから」（27.7％）、「インターネ

ット上で評判がよいという口コミ等をみたから」（23.6％）

が２割台となった。 
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⑤ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに従った自動売買を行ったことがあるか[％、ｎ＝1,000] 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

14.5 

9.5 

35.5 

40.5 

行っている、今後も続けたい 

行っているが、今後はやめたい 

行ったことはないが今後は始めたい 

行ったことはなく今後も行いたくない 

・コンピュータープログラムに従った自動売買を行ったこ

とがあるかについては、『行っている』(経験有)との回答は

合計で 24.0％であり、コンピュータープログラムに従った

自動売買を「行っており、今後も続けたい」又は「行った

ことはないが、今後は始めたい」と回答したものは合計で

50.0％となった。各区分別では「行ったことはなく、今後

も始めたくない」が 40.5％、「行ったことはないが、今後は

始めたい」が 35.5％となった。 
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３．外国為替証拠金取引（ＦＸ）や金融全般に関する知識・理解度 

①ＦＸに関して今までどのような知識を得たか（複数回答）[％、ｎ＝1,000]  

 
②ＦＸに関して今後どのような知識を得たいか（複数回答）[％、ｎ＝1,000] 

 

84.2 

57.8 

47.2 

50.1 

32.0 

0.4 

2.2 

7.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

取引の仕組やリスク管理の知識 

取引に関する税制関連の知識 

ファンダメンタルと分析手法の知識 

テクニカル分析手法の知識 

メンタル的な鍛錬に関する知識 

その他 

わからない 

特にない 

32.3 

31.7 

47.8 

53.9 

34.3 

0.5 

3.4 

16.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

取引の仕組やリスク管理の知識 

取引に関する税制関連の知識 

ファンダメンタルと分析手法の知識 

テクニカル分析手法の知識 

メンタル的な鍛錬に関する知識 

その他 

わからない 

特にない 

・ＦＸに関して今までどのような知識を得てきたかという

問いについては、「取引の仕組みやリスクとその管理に関

する知識」（84.2％）が最も多く、続いて「取引に関する

税制関連の知識」（57.8％）となった。 

 

・ＦＸに関して今後得たい知識としては、「テクニカル分

析」が 53.9％、「ファンダメンタル分析」が 47.8％で、こ

の２区分が５割前後となった。 
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③ＦＸに関する用語のうち、理解しているもの（複数回答）[％、ｎ＝1,000]  

 
④世間一般の人と比べた自身の金融全般に関する知識レベル[％、ｎ＝1,000] 

 

53.2 
73.3 

85.2 
83.5 

75.9 
62.1 

82.8 
80.5 

76.4 
39.2 

50.3 
33.9 

20.0 
11.4 

65.7 
2.4 

0.0 50.0 100.0

ビッド・アスク（オファー） 
スプレッド 

証拠金 
指値注文 

逆指値注文 
OCO注文、IF DONE注文 

ロスカット 
スワップポイント 
レバレッジ効果 

差金決済 
スリッページ 

インターバンク市場 
カバー取引 
マリー取引 

「買い」「売り」両方取引できること 
この中で理解しているものはない 

8.5 

32.2 

38.7 

12.1 

6.0 

2.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

高い 

どちらかといえば高い 

平均的 

どちらかといえば低い 

低い 

わからない 

・ＦＸに関する用語のうち、理解しているもの(理解度)

については、「証拠金」「指値注文」「ロスカット」「スワッ

プポイント」が８割台、「レバレッジ効果」「逆指値注文」

「スプレッド」が７割台であり、取引に直結する用語がそ

の他の用語よりも理解しているとの回答が高い結果とな

った。 

 

・他の人（世間一般の人）と比べた自身の金融全般に関す

る知識レベルの程度を伺う問いについては、「高い」及び

「どちらかといえば高い」の合計で 40.7％、「平均的」が

38.7％、「低い」及び「どちらかといえば低い」の合計が

18.1％であった。 
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⑤預金の年利についての理解度[％、ｎ＝1,000] 

問:100万円を年率１％の利息で預け入れた預金の税金は考慮しない 1年後の預金口座残高はいくらか。 

 
⑥ＦＸにおける取引売買損益の理解度[％、ｎ＝1,000] 
問:外国為替レートが 1米ドル＝100円の時、FXを行い 100万円の証拠金を使用し証拠金倍率 25倍で 

米ドル買い-日本円売り建玉を保有した。その後、米ドル-日本円の外国為替レートが、円高の方向に 

1％変化した場合の評価損益額はいくらか。（但し、外国為替レートの変化以外のことを考慮しない。） 

 
 

85.2 

6.3 

1.6 
2.8 

4.1 

101万円 

101万365円 

136万5千円 

上記以外 

わからない 

12.5 

48.3 5.7 
8.2 

15.6 

9.7 

損失が-25万円より多い 

損失がちょうど-25万円 

利益が+25万円より多い 

利益がちょうど+25万円 

本文の条件だけでは答えられない 

わからない 

・預金の年利についての理解度を見るべく、左記のような

設問（単利計算）を設け、その回答の結果においては「101

万円」が 85.2％となった。 

 

・ＦＸにおける取引売買損益の理解度を見るべく、左記の

ような設問（値幅損益計算）を設け、その回答の結果につ

いては「損失がちょうど－25 万円」が約半数の 48.3％と

なった。 
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４．外国為替証拠金取引（ＦＸ）や制度・サービスに対するイメージ・要望 
①金融資産を増やすために、ＦＸは有効な手段だと思いますか[％、ｎ＝1,000] 

 
②金融資産を増やすために、ＦＸが有効な取引手段だと思う理由 

複数回答[％、ｎ＝806] 

 

37.3 

43.3 

13.3 
6.1 

有効な取引手段だと思う 

どちらかといえば有効な取引

手段 

どちらかといえば有効取引手

段でない 

有効な取引手段とは思わない 

58.6 

15.9 

17.9 

42.4 

17.9 

30.0 

16.1 

2.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ハイリターンが期待できるから 

多くの投資者が利益を得ているから 

外貨建資産の為替リスクヘッジしたい 

手軽に外国通貨への投資が行える 

外貨を円に換えられるから 

外貨運用に必要な費用が少なくて済む 

FXが社会のニーズに合うから 

その他 

・金融資産を増やすためにＦＸは有効な手段だと思います

かという問いについては、「有効な手段だと思う」が

37.3％、「どちらかといえば有効な手段だと思う」が 43.3％

であり、これらを合計すると全体の８割以上となった。 

 

ＦＸが有効な手段だと回答した人に対して、その理由を聞

いた結果については、「ハイリターンが期待できるから」

が 58.6％で最も高く、以下、「手軽に外国通貨への投資が

行えるから」（42.4％）、「外貨預金や他の外貨建ての金融

商品よりも外貨運用をするにあたり必要な費用等が少な

くて済むから」（30.0％）等の順となった。 
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③金融資産を増やすために、ＦＸが有効な取引手段だと思わない理由 
複数回答[％、ｎ＝194] 

  
④制度やサービスを強化したほうが良いと思うこと 複数回答[％、ｎ＝1,000] 

  

82.0 

39.7 

2.6 

5.7 

7.7 

5.2 

5.7 

4.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

リスクが高いから 

多くの投資者が損失を被っているから 

外貨建て資産全般に関心がなくなった 

ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ取引全般に関心がない 

商品内容が難しいから 

外貨預金で外貨運用を行えばよいから 

FXが社会のニーズに合わないから 

その他 

36.7 

27.6 

31.6 

29.9 

27.8 

14.6 

29.4 

21.0 

2.2 

14.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

不公正な取引などへの厳格な対応 

初心者などへの適切なルールの整備 

不誠実な業者における顧客対応の改善 

FX取扱業者の業務チェック機能の強化 

身に付ける金融リテラシー習得支援 

特徴や留意点の無料相談窓口の提供 

ネット取引における情報サービス向上 

「顧客本位」を重視した制度面の強化 

その他 

特にない 

・ＦＸが有効な手段だと思わないと回答した人に対して、

その理由を聞いた結果については、「リスクが高いから」

が 82.0％、「多くの投資家が損失を被っているから」が

39.7％となった。 

 

・ＦＸを行う上で、制度やサービスを強化したほうが良い

と思うことについては、「不公正な取引などへの厳格な対

応」が 36.7％であり、以下「不誠実な業者における顧客

対応の改善」（31.6％）、「外国為替証拠金取引の取扱業者

に対する業務・財務面におけるチェック機能の強化」

（29.9％）、「インターネット取引における情報・サービス

の向上」（29.4％）となった。 
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⑤スプレッドを表記している広告について [％、ｎ＝1,000] 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.0 

36.1 

4.0 

20.9 

知っており、見て投資したく思

う 

知っているが見ても投資したく

ない 

知っているが何のことかわか

らない 

知らない 

・スプレッド広告については、「知っており、その広告の

内容を見て、投資したいと思う気持ちになる」が 39.0％、

「知っているが、その広告の内容を見て、投資したいと思

う気持ちにはならない」が 36.1％となった。 
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